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Diversity of the Meanings Traditional Bear-hunting Has Today
It is thought that traditional bear-hunting in Japan has become a mere hobby whereas it was 
once a subsistence activity performed by hunting groups consisting of certain members of village 
communities.
However, a ﬁ eld survey on traditional bear-hunting currently performed in the Kotamagawa 
district of Oguni Town in Yamagata Prefecture has revealed that it has various meanings to life in 
mountain villages. The main meanings are that (a) it generates knowledge and skills that identify 
speciﬁ c places within large mountainous areas; (b) it gives the opportunity to establish a personal 
and intergenerational relationship among members of village; and (c) its fruits spread through the 
giving of bear meat by bear-hunters to relatives who live in the Kotamagawa district.
Based on precisely understanding such diversity of the meanings of traditional bear-hunting, 
I’d like to discuss the future of the institution of wildlife management with environmental adminis-


























た。筆者は同地区において 2001年 4月 11日～ 5月 10日の 30日間に渡り、春のクマ狩猟活動
を参与観察するとともに、2000年 8月から 2001年 11月までの期間に 5回の聞き書きを行った。
小玉川地区は、飯豊山（標高 2,105m）のふもと、山に囲まれた標高約 300mの平坦地に位置する。
また、小玉川地区は、大字小玉川及び大字泉岡に分かれ、前者はさらに長者原及び小玉川の集落
に分かれる。人口は、2001年現在で 203人、そのうち男性 96人で女性 107人である。世帯数は、










































4/13 金 5 （K59-1　T65　T51　K40　T38）*2 － － ― ― 8.2 クマの冬眠穴を探索
4/14 土 8.6
4/15 日 2.4
4/16 月 A:3 4 K59-1 T51 K40 T38 探索 発見出来ず ― ― 0.0 温身平宿泊
4/17 火 A:22 5 K59-2 K59-1 K40 T51 T38 探索 発見出来ず ― ― 0.0 温身平宿泊
4/18 水 A:26-1 4 K59-1 T51 K40 T38 探索 発見出来ず ― ― 0.0 温身平宿泊
4/19 木 A:23-4 5 K59-1 K59-2 T38 T51 K40 探索 発見出来ず ― ― 1.9 温身平宿泊
4/20 金 1.9 集落へ移動
4/21 土 0.0 元狩猟参加者の葬儀
4/22 日 B:16 4 K59-1 T51 T38 K40 探索 発見出来ず ― ― 0.0
4/23 月 A:3 4 K59-1 T51 K40 T38 探索 発見出来ず ― ― 0.0
4/24 火 A:23-1 4 K59-1 T51 T38 K40 探索 発見 巻く 捕獲♂ 10.2 温身平宿泊
4/25 水 A:26-1 5 K59-1 I53 T51 T38 K40 探索 発見 巻く 捕獲♀ 0.0 温身平宿泊
4/26 木 A:25-1 5 K59-1 I53 T51 T38 K40 探索 発見 巻く 逃がす 0.0 温身平宿泊
4/27 金 A:26-6 5 K59-1 I53 T51 T38 K40 探索 発見 巻く 捕獲♂ 0.0 温身平宿泊
4/28 土 0.0 集落へ移動・肉等の分配
4/29 日 B:23 3 K64 K59-2 I47 探索 発見 接近不可 ― 0.0
4/30 月 A:18 5 K59-1 T68 K59-2 I53 I47 探索 発見出来ず ― ― 0.0
5/01 火 B:16 6 K59-1 T68 I47 K59-2 I53 K40 探索 発見出来ず ― ― 0.0
5/02 水 A:3 5 K59-1 K59-2 I53 I47 T68 探索 発見 巻く 逃がす 0.0
5/03 木 0.0 大字人足
5/04 金 0.0 熊まつり *3準備
5/05 土 0.0 熊まつり *3実施
5/06 日 A:23-4 2 K59-1 T68 探索 発見 接近不可 ― 0.0 温身平宿泊
5/07 月 A:25-1 5 K59-1 T68 K59-2 T51 K40 探索 発見 巻く 捕獲♂ 0.0 温身平宿泊
5/08 火 11.4 温身平宿泊・宿泊場所清掃等
5/09 水 5.9 集落へ移動・肉等の分配
5/10 木 0.0







































































































































































































































































































































































































K59-1 K59-2 T51 K40 I53 T38 T68 K64 合計
?????????
親族関係
























その他の関係 近隣関係 本家分家関係 本家分家関係 近隣関係 4世帯
?????????
親族関係
子 妻の兄弟 姉妹 妻の兄弟 妻の母の兄弟 姉妹
13世帯
20世帯

















クマ A クマ B クマ C クマ D
合計
捕獲日 4/24 4/25 4/27 5/7
分配日 4/28 5/9
計量 秤で計測
K59-1 1,910 2,200 6,200 5,000 15,310
K59-2 － － － 5,000 5,000
T51 1,910 2,200 6,200 5,000 15,310
K40 1,910 2,200 6,200 5,000 15,310
I53 1,910 2,200 6,200 － 10,310
T38 1,910 2,200 6,200 － 10,310
K64 1,910 － － － 1,910
T68 － － － 5,000 5,000

























次に、クマ肉を分配された 8人の狩猟者のうち 7人について、贈与した相手とその関係を表 5
にまとめた。狩猟者と贈与相手との関係は、親族関係、本家分家関係、近隣関係、職場関係、友
人関係（例えば、「普段からお世話になっている」、「小学校時代の同級生」等）が挙げられた。
親族関係は 27世帯（延べ 29世帯）と最も多く、その他の関係では本家分家関係が 3世帯、近
隣関係が 3世帯、職場関係が 1世帯、友人関係が 4世帯となっている。また、小玉川地区内の
者に対する贈与は 18世帯（延べ 20世帯）、地区外の者に対する贈与も 20世帯となっている。
親族関係であっても、それが狩猟参加者である場合には、贈与しない。例えば、I53はシンル
イ関係にあたる狩猟者 I47と T59に対してクマ肉を贈与しなかった。これは、I47と T59はク
マ狩猟に参加してクマ肉を得る機会があるからという理由であった。ただ、I47がクマ狩猟に参













































































落に同年齢の者が 2名いた場合は、例えば K59-1及び K59-2として枝番で区別した。
(4)  こうした話し合いの時間は、出猟した 17日間で 1日平均すると約 4時間半程度である。
(5)  ヒラは重力式のクマの罠のこと。［田口 2000: 93］等に詳細が掲載されている。
文献
篠原　徹　1995『海と山の民俗自然誌』吉川弘文館
菅　　豊　1998「深い遊び―マイナー・サブシステンスの伝承論―」篠原　徹編『現代民俗学の視点
第 1巻　民俗の技術』朝倉書店
成城大学民俗学研究会編　1977『山形県西置賜郡小国町小玉川民俗調査報告書』
田口洋美　2000「列島開拓と狩猟のあゆみ」『東北学』3
千葉徳爾　1986『狩猟伝承研究　総括編』風間書房
塚本閤治　1941『文化写真叢書 2　雪と闘ふ人々』東亜書林
永松　敦　2005『狩猟民俗研究―近世猟師の実像と伝承』法蔵館
松井　健　1998「マイナー・サブシステンスの世界―民俗世界における労働・自然・身体―」篠原　
徹編『現代民俗学の視点第 1巻　民俗の技術』朝倉書店
湯川洋司　1983「山と海の生産」福田アジオ・宮田　登編『日本民俗学概論』吉川弘文館
